
地域精神保健医療福祉において、精神障がい者がクライシス状態になり
社会から孤立することを防止し、皆が安心して暮らしていける地域社会を

い合わせくださいますようお願いいたします。

私たちは目指しています。

2日目
3月19日

(日）

13：00～17：00

17：30～19：30

9：00～12：00

13：00～15：00

勉強会（講師：松嶋　健　教授）
「イタリア　バザーリア法が問うたもの
イタリアにおける精神医療実践研究者の立場から」

懇親会
参加者の親睦を深めるための食事会です

意見交換会
参加者同士で色々な意見交換をしていただきます

現地見学ツアー
岡山で実践している「土日夜間カフェ」や「入居者支援・就
労支援」の見学ツアーです

会」へご関心をお持ちいただき誠にありがとうございます。

開催日程表（平成29年3月18日～19日）
開催日程 開催内容

ご不明な点等がございましたら、おかやまUFE事務局までメールにてお問

開催時間

て行く活動をしています。
無くし地域の皆で差別や偏見なく安心して暮らしていける社会づくりを進め

１日目
　3月18日

（土）

この度は、おかやまUFE主催「イタリア　バザーリア法の勉強会・意見交換

私たち「おかやまUFE」は「みんなで一緒にやろう」という理念をもとに、クラ
イシス状態になってしまった精神障がい者を精神科病院への入院（隔離）
を無くす活動、日本でもイタリアが行ったような精神科病床精神科病床を

イタリア「バザーリア法」

勉強会・意見交換会のご案内
参加希望の皆様

特定非営利活動法人おかやまUFE 主催



『イタリア　バザーリア法が問うたもの』
～イタリアにおける精神医療実践研究者の立場から～

13：00～17：00

岡山市北区春日町5-6

≪勉強会≫

≪周辺地図≫

イタリア「バザーリア法」勉強会・意見交換会 1日目　（3月18日）

岡山市勤労者福祉センター4階

松嶋　健　氏　（広島大学教授）【講師】

【開催時間】

【開催場所】

【住所】

JR岡山駅

岡山大学病院

岡山市役所

岡山市役所

後楽園

岡山駅よりバスで約7分

岡山市役所前バス停下車

徒歩約8分

勤労者福祉センター



17：30～19：30

【参加費】

岡山市北区磨屋町9-24　TEL　086-227-3220

お一人様　5000円
（参加の方は勉強会終了後に集めさせていただきます）

【住所】

≪周辺地図≫

イタリア「バザーリア法」勉強会・意見交換会 1日目　（3月18日）

【開催時間】

≪懇親会≫

【開催場所】 磨屋町キッチンPACO

JR岡山駅

JR岡山駅

懇親会会場



9：00～12：00

イタリア「バザーリア法」勉強会・意見交換会 2日目　（3月19日）

【開始時間】

【開催場所】 岡山市国際交流センター2階

≪意見交換会≫

≪周辺地図≫

【住所】 岡山市北区奉還町2-2-1

JR岡山駅

JR岡山駅

国際会議場

国際交流センター



13：00～15：00

集合場所：国際交流センター

【住所】 岡山市北区奉還町2-2-1

入居者支援「サクラソウ」土日夜間カフェ「うてんて」、
土日夜間カフェ「うてんて」、就労支援「カイロス」など、

≪周辺地図≫

イタリア「バザーリア法」勉強会・意見交換会 2日目　（3月19日）

【開催時間】

【集合場所】 岡山市国際交流センター

岡山での実践についての見学会です。

≪現地見学ツアー≫　参加希望者のみ

JR岡山駅

土日夜間カフェ

「うてんて」

就労支援

「カイロス」

入居支援

「サクラソウ」

JR大元駅

JR大元駅

よるカフェうてんて



「みんなで一緒にやろう」宣言

　我々は、福島・岡山・国分寺・市川・東京で「日本横断講演会（精神保健にイタリアの風）」を実施し

イタリアのトレントにおける地域精神保健医療福祉の取組みを学び、「愛」「信頼」「希望」についてみん

なで議論した。

　イタリアで精神科病院の病床をなくして、入院患者数を0に近づけたという結果だけでなく、トレントに

おいては、それがfareassieme（みんなで一緒にやろう）という理念を実践することによって行われて

おり、患者とその家族が専門家「UFE（Utenti　Familiari　Esperti）」として、医療・保健・福祉・生活支援

などの各分野において、一緒に重要な役割を果たしていることを学ぶことができた。

　日本においても、精神疾患がある人が地域で暮らすことを支えることに熱心な医療機関もある。

ACT（Assertive　Community　Treatment）の取組みも行われている。家族会が作業所等の福祉サ

ービス事業を行っているケースも多い。各地でピアサポーターの養成も行われており、活躍している人

もいる。成年後見人等として精神保健に関与している司法関係者もいる。国分寺市など当事者が自

らの経験を生かして医療機関や福祉機関で活躍している地域もある。千葉県旭市など「みんなで

一緒にやろう」という理念を実践し、精神科病床削減が進んでいる地域もある。このように、日本各地

で様々な取組みが行われ、一定の成果を収めているが、また「みんなで一緒に」取り組んでいるとは

いいがたく、残念ながら精神科病院の入院患者数は減っていない。

　我々は、イタリアのトレントでの実践を学び、地域精神保健医療福祉において「みんなで一緒にや

ろう」という理念を実践することの必要性を痛感し、かつ、この手法が日本においても有効であること

を確認した。

ここで、我々はつぎのとおり宣言する。

1、われわれの地域において、患者・家族の専門性を重視し、医療・保健・福祉・生活支援
　　などの各分野で「みんなで一緒にやろう」という理念に基づく取組みを実践する。
　　
2、我々は、愛（amore）と信頼（fiducia）と希望（speranza）をもって、この取組みを行う。
　　
3、この取組みを日本全国に拡げるため、日本国内のネットワークを拡大する。

以上

2015年 9月 13日

日本横断講演会～精神保健にイタリアの風～

東京コンクルージョンミーティング参加者一同

イタリア トレントの街

お問い合わせ先

おかやまUFE 事務局

Email : info@utenti.click


